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棚田の景観に対する意識に関する調査研究 

〜日本人と中国人の比較を通して〜 

１G０４J０５９－６ 陳 平
Ω
 

CHEN PING 

 
近年、世界各地の農山村地域において、人が生活を通じて自然と関わり合う中で形成されてきた棚田・里

山といった景観の保護に対する要請が大きな高まりを見せている。身近な自然地域として最も馴染みの深い

棚田・里山は環境の保全及び災害の防止ばかりでなく、今はふるさとを代表する風景の代名詞ともなり、観

光の在り方が多様化する傾向にある中、都市と農村との様々な交流の場として新たな役割が期待されている。 

本研究では、日本及び世界における棚田の現状を踏まえ、具体的に雲南省南部亜熱帯山地におけるハニ棚

田の文化的景観の概念、特徴、構造、機能及びを示し、歴史、文化背景、景観形成などの視点からの分析に

よって、棚田の文化的価値を明確にする。また、棚田に対して、日本人と中国人がどのようなイメージを持

っているのかということとその考え方の違いおよびその違いが起こる原因を明らかにすることを目的とする。 
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１． 研究の背景と目的 
１－１研究背景 

文化的景観、自然的景観とそれを保護することは

世界的に非常に注目されている。日本において棚田

については、農林水産省がその保全に向けて新たな

施策を始めたのに呼応して、いわゆる千枚田と呼ば

れる棚田が所在する市町村の首長が中心となって

「日本棚田（千枚田）連絡協議会」を組織し、棚田

の保全による地域の活性化を掲げ毎年「棚田サミッ

ト」を開催するようになった。このような棚田は「棚

田百選」にも選定されて広く知られるようになり、

多くの人々が美しい風景を求めて各地の棚田を訪れ

るようになった。 

一方，世界遺産の分野においても「フィリピン・

コルディレラの棚田」が世界遺産一覧表に登録され

たのを契機として、稲作などの「農林水産業に関連

する文化的景観」（以下、「文化的景観」という）が

注目されるようになった。 

世界遺産における近年の動向とも呼応して、中国

においては、今日の社会構造や国民の意識の変化を

受け、有形・無形を問わず、歴史的価値や文化的価

値を有する棚田を広く文化遺産として捉え、新たな

保存・活用の対象に加えていく考え方が強くなって

いるが、その中で「文化的景観」はその重要な概念

の一つである。 
第二次世界大戦後、環境問題の悪化につれて、多

くの景観は危険に臨んでいた。棚田（文化的景観）

は人間が土地を利用する歴史と遺跡の証拠、土地を

利用し続け生きた見本と考えられ、人類が大自然と

接触すること及び大自然の魅力を楽しむ機会を提供

する。このために、景観を保護することは重視され

ている。しかし、中国においては、集落の民家の景

観や田舎文化景観、都市と大自然の景観との繋がる

主要な研究内容であり、棚田文化的景観保護の研究

に関連して比較的に欠乏している。 

中国人である筆者は初めて世界文化遺産の棚田文

化的景観を見たときには、ただの農村稲作のイメー

ジのみがあった。 

 

１－２研究目的 

本研究では、日本及び世界における棚田の現状を

踏まえ、中国雲南におけるハニ棚田の文化的景観の

概念、特徴、構造及び機能を示し、歴史、文化背景、

景観形成の視点からの分析によって、棚田の文化的

価値を指摘する。また人々が棚田に対して一体どう

いうような理解を持っているかを明らかにすること

を目的として、特に、中国人と日本人また棚田周辺

に住んでいる人と住んでない人、および棚田を知っ

ている人と知っていない人といった違いによって棚

田に対するどのように異なるかを明らかにする。ま

た、それらの違いが起こる要因を分析する。  

そのため、雲南ハニ棚田を対象として現地で、ま

たは日本の棚田に住んでいる日本人にアンケートを

行う。 

Ω
早稲田大学理工学部社会環境工学科 景観・デザイン研究室4年 



2007 年度 卒業研究                                                   2008.02.05 

- 2 - 

２． 研究の概要 
２－１ 既存研究 
①赤坂他：「日本の文化的景観 農林水産業に関連す

る文化的景観の保護に関する調査研究報告書」

（2003） 
日本における「文化的景観」の保存・整備・活用

に関する諸課題について総括的な検討を行った。「文

化的景観」の特質を抽出し，それに基づき「文化的

景観」に関する基本的な考え方を整理する。 
②農学家 徐光啓：「農政全書」 

 中国人の目の中に自分が絶景であると思う棚田は

どんな印象が残ってるかという研究を行った。 

③呉家緯：「国際観光に影響を与えるファッション・

タウンの生活像 ―台湾女性から見る代官山の生活

と風景を通して―」（2006） 

 約５００人の台湾人女性に東京に関する考えと東

京観光に対する意識についてアンケート調査を行っ

た。アンケート調査において、選定した９ヶ所のフ

ァッション・タウンを対象に、イメージ調査を行っ

た。 

 

２－２ 研究の方法 
 中国雲南省元陽県城南沙南部４３キロの位置する

面積、８７３７haのハニ棚田を事例としてとりあげ

る。まず、ハニ棚田の文化的景観の形成原因とその

特徴、構成及び機能を示す。また、世界棚田の歴史、

文化を調べたうえで、その価値を明らかにする。既

存研究②を踏まえ、アンケートによって中国人の視

点から見た文化的価値を持っている棚田に対するイ

メージ調査と、日本人の考えとの違いを明らかにす

る。そして、棚田に住んでいる人と住んでない人お

よび棚田を知っている人と知っていない人などは棚

田に対する理解の違いを把握し、その違いの理由を

分析する。 

  

写真２．１ ハ二の虎口棚田 
 

 

本研究の流れは以下の通りである。 

 

資料・文献調査 

（「棚田」の定義を明確する。ハニ棚田が例としてそ

の特徴、構成と機能を示し、棚田は歴史、文化背景

及び景観形成の視点から棚田の存在価値を指摘す

る。） 

⇓ 

イメージ調査、アンケート調査の実施 

（主として中国人と日本人にアンケートすること。） 

⇓ 

アンケート調査結果の集計・比較分析 

（中国人と日本人が異なる地域に暮らしている人に

アンケートすることによって、データを作る。アン

ケートとデータを分析し、現代化高度発展している

世界中においては、“ふるさと”景観の代表の棚田に

対する異なる地域に暮らしている人たちの違う考え

方を把握する。その考え方の違いが起こった理由を

分析する。） 

⇓ 

考察・まとめ 

（その考え方の違いが起こった理由をまとめる。田

畑で労作するみんなの苦労を示し、棚田の景観の重

要な意義を指し示す。） 

 

 

３． 対象地の把握 
 

３－１「棚田」の定義 

「棚田」の定義としては「棚田学会」に以下のよ

うに定められている。 

“「棚田」は、私たちの主食である米を作ることを

通して、私たちの生活を防災や水資源涵養などの面

から支え、さらには地域生態系の保全や生活文化を

維持する機能を、古くから発揮してきた。こうした

国の原風景を残す数少ない景観としての「棚田」を、

各方面から見直す機運が高まっている。” 

 

 

写真３．１ 原風景を残す棚田景観 
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３－２ 対象地の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１ ハニ棚田の位置 

 

今から2000年前、中国北西部の青蔵高原に暮らし

ていたある騎馬民族が、雲南省南部の哀牢山脈に移

り住み、強い意志と優れた知恵を持って勤勉に働き、

現代人をも驚愕させるほどの「棚田」を築き上げた。

このもとの騎馬民族が現在のハニ族である。 

「大地の彫刻」と美称される棚田を築き上げたことに

より、ハニ族の生活環境が大きく変化し、遊牧、焼

畑の不安定な生活から新しい農耕生活に変わり、民

族文化、価値観､人生観なども新たに生まれてきた。

これを「ハニ族棚田稲作農耕文明」という。（呉亜民

の「大地の彫刻」から引用） 

 

３－３ 棚田の価値 

ハニ棚田はハニ人が多年の農耕実践を通して紅河

南岸の特有の自然条件（熱帯、亜熱帯季節風気候）

を創造的に利用して、山坂において棚田を開設し稲

作農業を営んだ。さらに、ハニ人特有の系統に文化

体系を通して森林生態系統、傾斜地生態系統の制御

を行い、それがエネルギー転換と物質循環型を形に

した景観となった。それゆえ、ハニ棚田は歴史性、

独特性、持続性と美学価値の特徴を持っていると言

える。 

それはある程度の勾配を持っている山地に対して総

合的に利用することによって形成されている文化的

景観であり、当地の文化の象徴である。 

 

  

写真３．２ 棚田の中にある住居 

 

 

写真３．３ 農民耕作中 

  
 ハ二族の棚田稲作は歴史的資料にも記載され、千

年間にもおよぶ歴史文化価値が存在する。 

 

３－４ 棚田の機能 
 自然に従い天理に順応することは、棚田文化の精

神の本質である。ハニ族は今も原始的な精霊信仰を

守り、万物は魂を持っていることを信じている。こ

のような原始宗教思想によって一年中様々な祭事が

あり、その中で最も盛大な祭りが「長街宴」とも言

われる「アンマート」で、村の神木を祭ることであ

る。ハニ族の住んでいる所には一つの共通する特徴

がある。山の上には森林があり､中腹には村、村から

麓までが棚田となっている。「森林」・「村」・「棚田」

はハニ族農耕文明の三大要素で、多くの森林に恵ま

れ､灌漑用水も枯れることがなく安定した田植えが

可能となり､棚田の保水機能により、洪水の災害も殆

どない。（呉亜民の「大地の彫刻」から引用） 

 
４． アンケート調査の結果について 
 

４－１ 調査対象の項目 

今回のアンケート調査は広い範囲で行った。中国

の北方は北京、瀋陽、大連三大都市で、南方で主と

しては雲南省になった。そして、日本の方面では、

東京、大阪、名古屋、千葉、長野に住んでいる人を

対象として調査した。 
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表４．１ 調査対象 

 

国名 

 

地域 

 

年齢 

 

職業 

質問人数

（回答者

数） 

北京 

瀋陽 

 

北方 

大連 

72（60）

 

中国 
 

南方 

 

雲南 

10 代～70

代以上 

学生、サラリー

マン、カメラマ

ン、研究者、農

耕者、観光者、

その他 

55（40）

東京 

大阪 

 

都会 

名古屋 

96（65）

長野 

 

 

 

日本  

田舎 

千葉 

10 代～70

代以上 

学生、サラリー

マン、カメラマ

ン、研究者、農

耕者、観光者、

その他 

47（35）

 

４－２ アンケート調査日程及び人員 

以下の表の日程通りにアンケート調査を行った。

また、ヒヤリング調査は２００７年７月～９月の期

間で行った。 

 
表４．２ 地点別アンケート調査日程及び人員 
国別 地域 実施期間 実施人員 

北京 2007年10月下旬

～2007年11月上

旬 

瀋陽 

大連 

2007年11月下旬

～2007年12月上

旬 

 

中国 

雲南 2007年10月上旬

～2007年10月下

旬 

 

 

 

 

本人 

東京 本人 

大阪 王ら 

名古屋 

2007年10月～

2007年12月上旬 

周ら 

長野 王ら 

 

 

日本 

千葉 

2007年12月上旬 

趙ら 

 

  

４－３ 意識の調査結果 

 １）棚田についての認知率及び来訪率の調査結果 

 

51

9

6

54

2

38

0

40

39

26

31

34

17
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21

0 10 20 30 40 50 60

行ったことがない

行ったことがある

知らない

知っている

日本の長野、千葉
地域

日本の東京、大
阪、名古屋地域

中国の南方地域

中国の北方地域

（単位：人） 

図４．１ 中国人と日本人対象者棚田認知率と来訪

率 

 

図４．１により、中国の北方地域に住んでいる人

でも棚田というものを聞いたことある人が多く、9

割を超えた。しかし、棚田景観をわざわざ自分で見

に行ったことがない人の割合が多く、8割を超えた。

つまり、棚田景観の実体験はされていない。また、

中国の南方地域に山地が多く、水田も、乾田も、果

樹園なども大体棚田の形で作られている。そのため

に、ほぼ南方地域で生まれた人は棚田を見たことが

ある。さらに、10人ぐらい人が棚田で働いたことも

ある。 

 一方、実際に日本の都会（東京、大阪、名古屋）

で生まれた人はほぼ棚田を知らない、現在都会に住

んでいる人とあわせて、半分ぐらいの人は棚田を知

らない。長野、千葉地域にはやはり水田が多く、棚

田を見る機会も多いために、そこに住んでいるひと

で棚田を知っているのは 6 割を占める。また、半分

ぐらいの人棚田に行ったことがある。 

 
 

２）棚田に対する理解 
中国でも日本でも棚田が世界文化的景観、“ふるさ

と”景観の代表ということをほとんど知らない。“田”

という文字を見て、大多数の人はただの農作物を植

えている場所であるイメージしやすい。 

そのために、両国人は棚田に対するイメージにつ

いて調査を行った。 
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（単位：人） 

図４．２ 国別棚田に対するイメージ比較 
  

図４．２に示して中国人の９割近くの人は棚田が

ただの耕作地だと思っている。棚田は既に世界文化

遺産のリストに書き入れられたと知っている５人は

棚田を研究している人であった。テレビや本の中で

間接的に見たことがあるかもしれないが、３割以上

の人にとって棚田は茶葉地のイメージとしてとらえ

られている。 

日本で７割ぐらいの人は棚田が耕作地だと思って

いる。中国人と比べるとその違いは５割の人は棚田

が的確にひとつの景観として考えられる。 

アンケート調査の際には、棚田を知らない人に対し

ては、棚田の写真を見せながら説明した上で答えを

求めた。 

 

 
（単位:人） 

図４．３ 地域別対象者は棚田に対する見方比較 
 

北方住民にとっては、棚田を見る機会がほとんど

ない。9 割を超える人が北方で生まれた人の棚田に

ついて、ただ聞いたことがあるだけで、全然知らな

い人もいる。そのために、棚田が綺麗な景色だと思

っている人も南方住民より北方住民が少なく、12 人

だけであった。南方に住んでいる人の 40 人うち 31

人が棚田はふるさであるという感じを濃く込めてい

る。 
 文化遺産であるかについて言えば、中国人では棚

田に住んでいる人にもよくわかっていない。 
一方、日本人はやはり、都会に暮らしている人（田

畑に接触できない人）と田舎に暮らしている人（田

畑によく接触している人）では棚田に対すイメージ

が違う。しかし、意外なことに結果としては中国人

と逆になった、田舎に暮らしている人より都会に住

んでいて、ほとんど田畑に接触する機会がない人の

ほうが多かった。 
都会に住んでいて、ほとんど田畑に接触する機会

がなく、棚田が綺麗なものだと思って、“ふるさと”

感じのイメージを頭のなかに残っている。 

常識で棚田は当然に農作物を植えるため作られた

田んぼである。しかし、平坦な地形がないため作ら

れた棚田にはほかの役割もあると考えられる。その

役割を中国人と日本人それぞれどのように認識して

いるかということを調べた。 
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5
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農作物を植えるた め

土地の有効利用
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山間部の土地を災害から守る 日本人

中国人

（単位：人） 

図４．４ 中国人と日本人が棚田の役割への理解比

較 
 

図４．４によって、棚田の役割に対する両国の人

が土地の利用の視点から見た場合の違いがはっきり

わかる。5 割以上の日本人は山地における棚田が土

地の有効利用の典型だと思っているが、中国人とし

て見ると、大体ただ農作物を植えるためだけである

と考えられている。さらに、13人の中国人は棚田の

形状から見て、農作物の種類を区別するために作ら

れた耕作地というイメージを残っている。 

３）周りの生活環境の求め 
途上国という中国の都会と田舎にも発達国という

日本の都会と田舎にも暮らしている人々にとっては、

物事に対する理解と見方はそれぞれ違っている、当

然に周りの生活環境の求めも違う。 
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図４．５ 地域別現代人として一番住みたいところ

調査 

 

今現在途上国である中国において多くの中国人は

東京、ニューヨークのような世界的な大都会に憧れ

ている。そのため一番住みたいところはやはり交通

便利、経済が発達、文化的な大都会となる。しかし、

従来のにぎやかな、うるさく、空気が混濁している

都会に暮らしている人々にとっては当然に静かで、

空気が新鮮である“ふるさと”といった感じを込め

ている田舎に暮らしたいと考えられる。 
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図４．６ 国別休暇を過ぎるときの最も行きたいと

ころへの調査 

  

図４．６により、顕著な違いとして見えている。

ほとんどの日本人は休みのときに、大自然に近いと

ころへ行きたいと考える。それは5割以上を占める。

その他、休みの日に自宅で自分の好きなことをやる

と思う人は10人いる。やはり、日本人にとって静か

なところや自然に近づくほど自分はリラックスでき

ると考えられている。中国人としては、近い商店街

でショッピングや名勝地へ旅行するほうが多く、8

割に近い。つまり中国人にとっては、にぎやかなと

ころや新鮮なところで過ごすことが愉快なことであ

ると思われている。 

 

５． 考察・まとめ 
大多数の中国人と日本人の生活環境により、そし

て、途上国と先進国の違いを考えて、両国人が面す

るものを比較して、やはり両国人の生活リズムが違

って、目の前の求められているものも違って、もち

ろんあるもの事に対する意識も違ってくるので、さ

らに棚田の景観に対する意識も違うというように考

えられる。 
ただし、毎年の棚田に観光する毎年の旅客数から

見ると、“ふるさと”景観の代表の棚田景色は既に中

国人にも注目されている。 
 また、棚田は人類が多年の農耕実践を通してその

特有の自然条件を創造的に利用して、山坂において

棚田を開設し稲作農業を営んだ、それに、当地人が

自分特有の系統立っている文化体系を通して森林生

態系統、傾斜地生態系統に対して制御した、それを

エネルギー転換と物質循環型の景観になった。山地

の自然条件を充分に利用し、形成されている文化的

景観であり、当地の文化の象徴である。さらに、狭

い土地を囲みこむようにして、機械類を使うことが

難しく手作業で稲作を行うのは人たちの苦労を感じ

た。 
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